
※協議会（コンソーシアム）の想定されるメンバー

○建設関係団体、建設会社等

○県又は市町村

○農協、漁協、森林組合、観光協会 等

建設業と地域の元気回復事業
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・地域での連携に向けた合意形成

・専門家による指導、職員の研修

・連携事業の実施に当たっての障害除去、資機
材の確保・活用、立ち上げ支援

・販路開拓、広報

・連携事業の試行的実施

・地域建設業の活性化方策

・その他

連
携
事
業
の
実
施
等
に
よ
る

地
域
建
設
業
の
活
性
化

※
各
種
助
成
制
度
の
活
用

建
設
業
と
地
域
の
元
気
回
復

建
設
業
と
地
域
の
元
気
回
復

地域の中小・中堅建設企業が、その保有する人材、機材やノウハウ等を活用し、農業、林業、福祉、環境、観光等の
異業種と連携しながら、地域の活力の向上に資する、地域の創意工夫を活かした事業を実施するにあたって、その立
ち上げを支援（平成20年度補正予算に基づく助成事業）

○事業の趣旨

・財 源 ・・・ 平成２０年度補正予算に基づき造成された「建設業と地域の元気回復基金」（３５億円）による
・事業期間 ・・・ Ｈ２１年度～Ｈ２２年度（２ヵ年）
・応募期間 ・・・ ［１次募集］ Ｈ２１年３月２６日～５月２５日 ［２次募集］ Ｈ２１年９月１日～３０日
・応募事業数 ・・ ［１次募集］ １０４件（応募240件、倍率2.3） ［２次募集］ ５０件（予定）
・助成金（上限額） ［１次募集］ ２，５００万円 ［２次募集］ ２，０００万円

○事業の概要



農業と建設業の連携によるアグリビジネス創出事業（登米地域）

○ヤギ、羊の利活用

登米市で飼育されているヤギや羊に
よりアグリビジネスの創出を目指す。

・耕作放棄地などの除草軽減

・観光牧場経営による新たな誘客

・ミルク等による商品開発

・施設建設による森林組合との連携

・ｼﾙﾊﾞｰ人材、農業高校との連携

・ヤギとのふれあいによる情操教育

○耕作放棄地の利活用

・菜の花、ひまわりの栽培
⇒カメムシの発生抑制
⇒ＢＤＦの原料、食用油等に活用
⇒栽培地の観光地化
⇒社会福祉団体等との連携・協働
⇒建設業の閉散期の人材活用

連携事業の具体例連携事業の具体例

農 業 建設業

地元自治体

・農業に意欲的な担い手の確保と耕作
放棄地等の有効活用

• 所有の遊休地、機材や施設を有効活
用した建設事業の推進

期待される効果（例）期待される効果（例）期待される効果（例）

•建設業の人材・ノウハウ等を活用した農業
展開、消費者の多様なニーズへの対応

•地域産業の振興、育成

•雇用の維持・創出、地域経済の活
性化

•地域資源の活用

地域の農業者等と建設企業との連携事業の実施

「元気回復事業」による協議会の活動概要「元気回復事業」による協議会の活動「元気回復事業」による協議会の活動概要概要

• 技術、ノウハウを活用した施設の整備・
運営や農産物の開発・管理

• 人材の効率的な活用

・協議会名：登米地域の元気を創る会

・構成員：登米市、みやぎ登米農協、建設企業６社 等

・ヤギ、羊等を用いた除草方策や観光事業等、新たな事業の創出

・耕作放棄地を活用した菜の花等の栽培⇒バイオディーゼル燃料原料化等

・斑点米被害をもたらすカメムシ対策⇒耕作放棄地等の活用・ヤギ除草

・農業関係者をはじめ登米地域の活性化に寄与できる事業創出を目標

• 斑点米被害の低減⇒高収入の確保




